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繋
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藁
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責
任
の
基
調
を
求
め
る
の
に
」
悟
性
責
任
論
は
結
果
の
表
象
を
黒
髭
し
、
そ
の
た
め
に
．
過
失
に
お
い
て
破
綻
を
來
・
し
、
．
意
志
旧
任
論
は
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行
爲
動
搬
の
形
成
過
程
に
非
難
を
見
禺
そ
ヶ
と
し
て
あ
る
意
味
で
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正
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．
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作
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．
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．
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．
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磐
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華
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濃
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あ
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同
時
に
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の
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質
を
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即
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法
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序
の
要
求
か
ら
得
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と
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な
く
て
は
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蔭
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薯
反
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岩
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巨
艦
ζ
葺
ゾ
の
有
名
な
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書
犯
矩
藩
犯
罪
に
宿
集
け
ら
れ
た
入
間
を
蓼
よ
う
と
玄
も
の
で
あ
っ
奈
、
婁
わ
れ
わ
れ
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が
、
・
非
難
の
墓
盤
を
行
爲
者
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格
に
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め
ん
と
す
る
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は
」
た
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い
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じ
ぐ
入
簡
の
基
礎
形
式
を
探
究
す
る
に
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で
も
ぞ
れ
を
固
定
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距
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ぐ
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形
成
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可
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性
あ
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も
の
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え
よ
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あ
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藷
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ひ
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的
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法
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原
因
書
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を
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、
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簿
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塞
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事
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の
基
認
を
行
三
音
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に
求
め
る
立
窃
を
「
入
塾
責
任
論
」
と
起
す
る
ご
と
が
で
を
る
の
で
あ
る
が
、
．
気
格
責
任
論
は
規
範
的
な
「
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主
張
で
あ
働
忍
音
弥
に
ば
偶
別
行
爲
責
任
翁
忌
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藍
）
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ら
ざ
る
を
得
ぬ
．
刑
事
責
任
に
臨
け
る
か
よ
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な
現
物
的
響
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と
可
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前
声
優
の
交
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は
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局
責
任
論
に
封
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る
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理
窟
鵠
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察
で
あ
ケ
て
蹄
改
め
で
簡
翠
に
叢
れ
コ
る
こ
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、
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が
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前
に
、
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ン
ツ
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っ
て
、
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學
窪
窪
心
理
學
的
に
基
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づ
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藪
た
入
格
責
任
論
ば
、
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先
や
解
繹
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的
な
究
朋
を
必
要
と
す
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。
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的
墓
礎
づ
盤
、
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る
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．
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．
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憂
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存
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探
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あ
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佐
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性
－
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又
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す
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ば
相
互
の
規
制
離
籍
で
な
ぐ
て
は
な
ら
な
喚
。
た
と
え
、
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待
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館
・
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性
の
標
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書
入
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磯
は
異
愚
老
か
砦
と
し
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に
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行
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的
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．
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。
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ｫ
意
築
る
の
で
置
く
西
そ
の
努
以
毒
も
の
で
あ
っ
て
も
」
行
爲
者
の
入
格
形
蓬
裾
婁
て
、
そ
の
餐
者
℃
期
待
し
箋

　　

¥
謀
懸
去
り
肇
と
肇
の
遷
る
。
、
な
う
に
解
す
養
瀞
の
釜
は
暦
讐
の
能
力
に
限
謹
等
る
に
し
て
も

隔
れ
は
決
し
て
フ
呈
プ
ン
タ
ー
ル
の
催
し
た
餐
者
愛
護
と
筒
還
棲
く
、
異
る
も
の
が
ゑ
で
勇
う
．
そ
れ
故
、
．
罷

　
，
的
旧
任
三
三
お
い
で
も
、
，
三
三
音
入
格
に
録
す
る
考
察
を
看
賀
す
る
わ
け
に
ほ
い
か
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
、
　
　
　
、
　
　
　
．
，

　　

@
畏
く
し
は
、
薯
・
善
導
す
姦
馨
と
し
て
の
責
任
は
・
こ
墾
離
に
行
響
入
楚
琶
て
把
握
椿
急
薮
摯
、

　
　
即
ち
、
積
極
・
漕
極
一
、
客
観
的
法
秩
序
σ
當
爲
に
封
し
無
關
心
ぽ
意
識
ピ
無
意
識
◎
姿
態
樽
遭
の
申
に
責
任
の
本
質
が
存
す
る
主
考
え
弟

　
　
こ
玉
に
故
意
ピ
患
失
に
共
通
す
る
非
難
の
基
調
吃
見
㎞
低
し
得
る
と
信
じ
る
。
か
く
の
如
逢
提
言
は
少
か
ら
穿
る
説
咀
を
要
す
る
も
の
で
あ

　
　
ろ
う
が
、
別
に
、
－
過
失
の
本
質
」
と
し
て
改
め
て
考
察
す
る
ζ
と
訂
す
る
。
過
失
概
念
け
分
量
に
お
い
て
も
一
慮
こ
の
種
の
主
張
ば
認
め
・
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σ
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二
》

　　

ｿ
鷺
籍
藝
あ
る
と
考
量
が
、
こ
の
謹
つ
い
て
は
、
，
さ
声
嚢
し
た
「
過
失
の
霧
的
研
究
婁
壌
一
喋
れ
た
い
．
と
こ

　
　
ろ
ポ
、
ザ
般
∵
に
は
、
逼
失
非
難
を
行
学
者
の
行
爲
意
志
の
中
に
求
み
よ
う
と
企
圖
ず
る
の
が
蹟
常
で
あ
る
。
ク
ラ
’
イ
ン
の
よ
ら
に
、
㌦
結
果
　
、

　
　
を
回
避
す
る
た
ぬ
に
必
要
な
注
意
を
形
成
す
べ
き
善
き
意
志
の
欠
如
を
、
過
失
σ
本
質
と
み
な
も
、
こ
わ
を
漕
…
極
漆
工
七
遭
意
志
三
三
－

　
　
ず
α
婁
≦
鷺
。
）
と
回
す
る
學
醗
も
み
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ユ
3
，

詮
お
馨
學
読
も
か
な
糞
力
発
駅
で
珍
て
多
く
の
蔑
者
寛
出
し
た
が
、
，
善
霰
意
馬
く
と
ぢ
意
味
で
、
三
極
盤
志
⑳

．
盤
　
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
ろ
う
が
、
そ
れ
が
「
悪
し
ぎ
」
意
志
と
し
て
非
難
を
蒙
る
た
め
に
嫉
、
善
ぎ
意
志
を
形
成
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
狙

　
　
毎
必
票
あ
宮
髪
う
。
菰
ら
ざ
鍛
嘉
事
選
定
、
急
擾
霧
の
た
愚
人
を
救
肇
鐸
か
実
乏
匁
馨
零
、
．
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．
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艶
紅
卸
∴
鋭
鋤
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ジ
、
㌻
ト
．
、
髪
．
ケ
戸
，
．
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、
昏
，
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ゴ
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∴
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ド

嬉
野
鰭
酒
い
凱

　
ド
め
　
ガ
　
　
ツ
　
　
ル

獣
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営
・

岬魏し
ラ
　
あ
　
へ
　
ご
へ
く
　
ら
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拶
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．
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∴
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葦
馨
の
鼠
壁
で
、
露
を
需
饗
ぐ
奮
9
あ
り
て
塗
善
認
七
響
こ
毒
手
ゼ
．
そ
の
藻
が
ら
悔
詳
悉

　
　
誰
遷
轟
失
の
養
落
る
と
考
蓋
く
涯
な
ら
な
い
。
ぎ
で
、
饗
を
璃
無
意
華
墨
で
み
至
宏
膚
力
藷
審
議
鱗

　　

@
考
魁
肇
こ
ど
環
か
重
し
恋
，
注
霧
葎
蟹
て
過
失
で
あ
至
璽
た
め
に
祭
か
な
る
藩
斎
晶

　
　
　
F
る
誓
か
．
豫
見
罷
性
の
存
し
悪
態
う
に
は
、
過
量
任
論
め
ら
れ
潅
で
あ
ろ
う
．
紐
ご
ろ
が
、
塁
さ
墾
慧
霧
を
、
彊

　
　
　
　
草
し
得
な
か
つ
を
と
は
、
轟
轟
不
注
億
に
基
《
も
の
窓
慧
霧
養
と
い
榛
く
て
健
ら
盗
。
か
よ
う
に
し
蓬
憲
．

　
　
　
∴
義
務
違
反
に
責
任
の
基
調
を
求
め
ん
と
す
る
こ
芝
は
曳
結
厨
、
’
循
環
論
法
に
お
ち
ス
る
め
で
あ
σ
潅
。
　
　
・
▼
ナ
　
　
　
モ
　
、
　
一

　　

@
』
藷
わ
乳
業
茎
彙
墨
霧
は
藩
的
の
み
奪
無
慮
的
に
い
書
籍
的
に
蓬
℃
讐
姦
忘
し
繋
遅

　
　
　
．
て
菰
な
ら
ぬ
。
生
物
轟
轟
1
1
心
理
學
的
に
み
て
、
現
實
の
態
度
は
、
～
そ
れ
が
意
識
桐
・
意
志
的
な
瘍
合
の
み
な
ら
す
、
無
意
識
鮒
な
衝
鋤
、

　
　
　
　
綾
暮
嘗
、
重
て
そ
霧
倉
と
桑
温
く
森
鞍
喬
弓
庭
し
豪
つ
　
蚕
砦
も
の
踊
り
、
婁
星
活
体
認
築
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嶺
し
て
協
囎
窟
論
護
る
の
蕩
ゑ
こ
涜
蔭
饗
の
養
毒
明
す
る
盤
讃
す
る
指
場
．
耀
、
契
募
　
．

　
　
　
”
爲
者
が
法
秩
序
に
愛
し
霧
鐘
か
ら
無
恋
心
な
心
講
を
非
難
ず
巻
の
で
あ
っ
て
、
．
入
椿
φ
形
成
過
程
に
あ
っ
て
本
人
に
期
待
し
侭
表
で
み
ろ

　　

@
鶴
馨
鎌
欝
驚
騰
繋
難
加
舞
鍵
葵
鯉
濃
迄
歌
藻
質
拗
に
備
薫
っ
て
∵
蕊
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湘
・
奎
像
篠
誘
入
格
灌
聾
、
濾
は
，
嘱
蓼
膿
的
篠
鍔
捷
灌
の
蒲
講
究
し
考
選
薩
脇
雇
樋



鑓
《集・

」

響騨徽響饗摯
　馬　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　 「

　津F㌻ご　　「
　　1

q

　
　
ふ
れ
る
こ
と
、
ナ
る
魯
・
・
　
　
，
，
p
　
　
　
一
　
　
．
ピ
ド
　
．
　
　
・

　　

翌
烽
ｻ
二
値
霜
纏
る
二
審
養
程
筆
鷺
と
と
彪
、
み
反
面
．
自
然
的
で
あ
っ
て
、
三
豊
蓼
の
契
耀
ゆ

　
　
る
と
恩
讐
に
未
來
へ
の
飛
躍
σ
基
底
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
と
ろ
歩
、
未
來
へ
の
展
望
は
盟
休
的
入
聞
の
實
践
前
芸
度
を
除
い
て
は

　
　
み
た
さ
れ
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
，
か
く
で
、
法
的
當
爲
も
亦
豊
潤
的
現
實
段
階
に
お
姻
て
は
存
在
じ
た
い
の
う
ち
に
杓
在
的
で
あ
り
、
，
現
在
の
賓
践
的
態
度
に
畜
い
て
は

　
．
「
じ
め
で
具
体
的
綜
合
を
得
る
の
で
あ
る
9
し
か
も
、
そ
れ
ば
、
未
來
的
－
一
展
整
的
に
志
向
す
る
瀧
會
的
側
面
に
お
い
て
の
み
存
在
し
得
る
　
，

　
　
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
取
い
α
　
二
，
．
・
　
～
章
　
，
　
．
　
　
　
　
　
，

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
結
局
、
概
念
の
展
開
に
實
在
の
展
開
が
懸
す
る
こ
ど
を
意
味
ず
る
の
で
は
な
く
、
．
そ
れ
と
倣
逆
に
、
却
っ
て
、
害
ハ
在
の

嘱
展
開
に
概
念
の
展
開
が
憾
す
齢
と
い
う
客
観
的
鼎
誰
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
、
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そ
℃
で
法
的
當
爲
の
把
握
は
何
よ
り
も
先
ず
繋
縛
的
存
在
の
胚
史
的
性
格
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
b
ま
防
な
く
で
は
な
ら
な
い
。
現
實
・

　
　
的
墜
史
的
肚
會
は
心
ざ
き
に
も
考
察
し
た
如
く
、
そ
れ
即
自
の
法
則
性
を
有
す
る
の
．
で
診
る
が
、
こ
の
法
則
性
は
理
論
的
に
み
て
一
9
の
“
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測
以
上
の
も
の
霞
な
く
亀
實
践
を
窪
れ
て
は
認
馨
上
の
法
則
以
毒
も
の
も
で
毒
筆
得
な
越
そ
の
魔
的
法
則
性
∴

　
．
は
た
醤
實
践
的
態
度
に
ま
っ
て
の
み
未
來
的
1
1
展
望
蘭
に
そ
の
當
爲
牲
を
取
得
す
る
に
至
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
實
の
惨
事
的
枇
會
臓
、
特
レ

　
　
殊
資
本
制
的
激
會
た
る
と
こ
ろ
よ
り
、
そ
め
中
に
階
級
的
ゑ
盾
墨
田
を
當
傍
出
む
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
℃
に
成
立
す
る
法
的
當

　　

ｨ
も
、
毒
婦
級
的
樹
立
の
落
、
階
級
的
意
識
と
し
て
顯
毒
手
を
饗
す
塁
る
．
周
じ
歴
吏
的
馨
垂
毯
し
票
ら
、
樹
ガ
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説
・
立
的
當
爲
の
成
立
す
る
，
に
棄
る
こ
と
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
占
め
る
存
在
的
牲
格
と
そ
の
志
同
上
の
態
度
た
よ
っ
て
、
二
重
に
倍
比
さ
　
わ
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遮
れ
て
規
定
さ
．
れ
る
が
故
に
他
な
ら
な
い
。
と
」
で
十
分
注
意
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
之
と
は
、
法
的
転
転
は
、
蚕
渣
的
五
更
的
灘
會
の
生
’
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

産
着
係
に
嚢
決
馨
れ
る
と
し
て
も
、
孟
は
ぎ
ま
で
も
憲
識
の
類
型
編
垣
で
あ
り
、
當
篠
識
と
し
て
饗
化
す
る
と
蓄

、
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忌
で
あ
ゑ
を
る
樹
立
警
鑑
識
が
心
的
建
を
媒
介
ど
し
ワ
玉
．
雰
濃
階
級
空
言
優
整
吉
自
ら
歯
磨
勢
志
窒
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R、?
儀
饗
矯
薫
蒸
簿
噛
体
す
る
ぞ
に
透
喉
序
と
し
て
展
欄
す
る
に
至
ぢ
の
で
あ
発
こ
れ
を
総
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
よ
う
な
意
味
で
・
欝
罷
箋
霧
一
次
的
に
器
令
達
で
動
塑
そ
れ
募
蒸
意
識
と
し
て
自
ら
葵
辱
し
め
る
も
で
狛
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@　

@
　
＼
ゑ
か
ら
、
は
じ
め
行
磐
人
格
に
憲
閏
す
忌
窪
よ
つ
否
爲
を
規
制
玄
と
号
べ
毒
罵
る
。
客
欝
嚢
華
賦
す
金
．
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場
か
ら
は
、
法
規
範
は
命
令
規
範
ρ
み
で
疹
る
か
否
か
と
い
う
問
に
督
し
、
・
法
規
範
は
第
一
次
朗
に
は
評
債
規
範
で
あ
お
ご
と
を
要
求
す
一

　
　
　
　
～
　
　
　
　
る
。
し
が
し
津
二
つ
の
怯
規
範
激
転
べ
巷
も
の
が
、
命
令
規
範
と
評
債
規
範
も
の
旛
宣
に
全
然
猫
立
毛
艶
二
つ
の
体
系
に
分
別
毒
れ
る
と
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
征
當
で
な
な
い
。
法
規
範
の
構
造
に
つ
い
て
は
改
あ
て
象
節
に
お
い
で
展
開
す
湾
と
ζ
ろ
で
あ
る
が
、
法
規
範
は
「
評
債
」
を
は
な
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g
・
塾
は
存
在
し
得
蓄
で
あ
っ
誓
そ
膣
体
と
な
つ
み
み
窺
範
」
逸
程
肇
磯
讐
と
畢
奪
で
融
、
認
み

　
　
　
　
　
　
　
　
．
蓼
」
つ
程
規
範
の
中
に
翼
喬
面
ど
し
で
馨
の
機
聾
穫
の
奥
書
が
認
め
ら
れ
歪
憩
え
る
を
の
方
遠
し
酷
悪
雀
－

　　

@　

@　

@
、
廃
藩
違
法
書
函
。
琢
立
謙
ら
嘉
募
難
ば
奮
う
に
諮
れ
領
る
φ
で
あ
£
、
’
森
や
墾
に
饗
ル
三
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
書
癖
萎
鰐
豊
濯
は
決
し
藩
成
し
恣
。
即
ち
、
窺
箪
姦
て
穫
痴
態
奪
籠
髪
き
榊
と
は
、
蕪
範
嵯
翁

ド
．
寡
・
’
　
こ
香
然
的
嬰
の
下
華
分
磐
得
盈
』
濃
豊
体
竜
霧
察
湾
奮
ご
と
集
逡
宝
に
、
嘘
潤
的
藁
詮

藤
　
　
　
恐
綿
織
諺
端
姦
藩
肇
謁
　
る
嵯
濃
き
畜
除
像
窺
塵
竃
叢
薄
噛
櫨
謙
、
ぎ
変
穰
（
腰
蝿
．
・
～



騨驚欝，
三三齢欝號

回
船二三

へ譜図響讐誌面鞭響騨辮1響
　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　，

鶉、

牽・一 、’

’

！

　　

ﾜ
禁
規
範
の
建
需
難
題
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
解
決
し
二
等
く
て
は
幾
遍
も
盆
憲
蒙
る
性
讐
集
鮒
惹

　
　
解
す
る
て
乏
は
で
き
す
、
’
決
釜
概
念
を
範
疇
的
綜
合
概
念
塗
し
て
構
成
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
∴
既
に
忍
べ
た
如
く
・
法
規
範
は
第
一
次
駒
に
、
．

　
　
ば
命
令
規
範
で
な
く
イ
は
な
ら
な
い
。
即
ち
，
法
規
範
は
事
前
に
説
い
て
は
命
令
規
範
で
あ
り
喜
後
に
お
い
て
の
み
評
債
の
機
能
を
い
と

　
　
な
む
。
訳
に
、
違
法
判
断
は
評
慣
機
能
に
關
係
せ
し
て
考
察
す
る
方
が
よ
り
實
践
的
で
あ
る
か
否
か
は
、
軍
に
法
秩
序
は
外
部
的
匿
秩
序

　
　
づ
け
ち
れ
た
人
間
の
態
度
を
要
求
し
人
間
の
内
心
性
傾
向
、
は
そ
の
た
め
純
必
要
な
範
園
内
で
の
み
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
や
う
だ

　
　
け
で
は
足
り
な
い
。
蓋
し
、
法
規
範
を
命
令
規
範
だ
と
考
え
れ
ば
、
盛
さ
に
も
述
べ
た
如
く
、
油
秩
序
は
、
は
じ
め
行
触
者
入
絡
に
愛
惜

　
　
す
る
と
巴
に
よ
っ
て
自
己
を
展
開
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
違
法
判
断
は
責
任
判
断
に
野
七
論
理
的
に
先
ん
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
“
．

　
　
う
ご
と
は
や
違
法
性
と
責
任
性
の
關
連
か
ち
生
ゆ
る
構
造
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
結
果
で
φ
？
て
」
い
わ
ば
一
種
の
思
惟
綴
濟
回
る
に
と

　
　
還
る
。
表
確
の
み
了
解
し
鐙
責
任
無
糖
調
て
、
判
磨
の
耀
威
義
義
脚
す
る
た
め
に
接
、
行
爲
者
の
動
難
轟
撰

　
　
を
叢
し
て
、
意
趣
客
観
的
撮
験
の
饗
た
ら
し
鴇
る
現
量
的
人
格
養
鶏
す
る
判
断
蛮
美
し
港
で
は
な
ら
燃
。
」

　
　
競
蓬
法
性
補
任
性
の
雲
華
あ
っ
て
、
こ
ふ
藁
蓑
謬
は
、
窺
蒙
ら
屍
器
令
性
を
簗
ル
て
、
お
穫
雛
，

　
　
、
に
關
嵩
せ
し
め
て
制
断
古
れ
お
と
と
、
写
る
刃
そ
こ
で
た
と
え
法
規
範
を
以
て
命
令
規
範
と
解
し
つ
、
も
や
主
観
的
違
法
論
た
〃
得
ざ
る
，

　
．
論
擦
が
あ
ち
の
で
診
る
σ
た
豊
津
法
規
範
を
以
て
命
令
規
範
と
解
す
る
と
と
ろ
か
ち
、
・
法
的
規
範
を
理
解
七
こ
れ
を
形
成
し
得
る
能
力
を

　　

№
ｮ
者
は
憲
的
男
惚
の
院
主
毎
週
嘆
獲
判
断
の
裂
す
得
遷
と
馨
る
。
と
の
命
窺
蓼
立
警
た
る
婆
が

三綱?
難
畦
も
像
賢
聖
規
範
た
乃
法
覗
範
で
惚
、
こ
の
裁
勲
規
範
喰
蔭
強
規
範
を
わ
偽
わ
難
燃
通
常
鷹
定
刑
怯
乏
総

論
違
で
疾
曲
穫
籔
判
魏
を
霧
事
る
可
橘
養
と
毒
に
、
圃
零
規
範
笠
學
る
魂
馨
望
も
除
外
レ
て
留
め

　
　
ら
な
い
ρ
遊
れ
に
も
か
嘱
わ
ら
・
ず
、
通
観
は
可
罰
的
轡
型
に
の
み
終
始
し
既
範
的
評
贋
と
い
5
ご
と
を
全
く
度
外
喫
し
て
い
る
も
の
と
か
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、
．
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の
憶
謎
禽
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響
く
興
お
隠
壷
通
．
嘱
論
塑
耀
．

掘
　
　
㌃
蟄
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整
の
麹
か
竜
あ
誉
か
翠
蓋
電
わ
康
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霧
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穣
↓
選
善
器
量
根
源
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鵡
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、
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鷲
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姦
濫
守
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攣
轟
玄
か
遼
錠
ら
な
給
竜
そ
照
鋳
魂
覇
業
華
中
燧
老
撰
指
墨
，
～

、
、
．
寮
．
．
㌻
で
劣
、
港
癒
藩
級
納
意
識
の
羅
化
ξ
て
隠
す
蓄
認
義
塾
憲
、
綾
す
善
磯
毒
こ
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C
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奪
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露
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奮
の
形
武
で
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画
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講
業
麿
み
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、
曝
露
諺
式
姦
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藷
等
．
　

冒・

@
嶋
．
蓄
甚
雇
．
瀦
親
範
は
ぞ
の
竪
①
難
奮
、
、
蓋
毒
舞
の
糟
徹
薦
警
磐
礪
蕩
驚
溶
解
？
”

　　

@　

@
　
　
㍉
泊
嚢
響
、
蕩
毒
憾
れ
る
董
儀
・
旗
よ
腰
藻
轟
讐
萎
蓄
4
オ
蝿
雇
馬
溜
ブ
態
濡
偶
滋
藤



、

1昌
㌻恥響弊び聯1

、

、要

ノ

一
響
髪
輩
憲
あ
で
勇
と
い
壼
擾
ら
訣
つ
重
で
．
を
え
懸
造
非
宏
量
て
電
量
ん
猿
萎
蓑
と
し
ウ
』

　
　
　
も
驚
喜
主
義
鎌
谷
攣
が
い
う
如
く
、
反
訳
會
的
情
操
、
・
魅
會
的
危
胃
性
が
非
難
の
肘
奪
を
な
す
も
の
で
は
な
ば
、
宮
本
博
士
も
主
張
託
れ
・

　
　
た
空
く
、
法
秩
序
の
當
爲
に
關
証
せ
し
渉
て
考
察
さ
れ
な
く
て
臓
な
ら
な
い
。
と
の
意
味
か
ら
も
、
構
蔵
要
件
は
第
八
次
的
に
は
行
爲
者

　
　
類
型
を
淀
式
化
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
欝
成
要
件
は
解
方
行
二
者
類
型
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
讐
素
質
に
よ
っ
て
の
み
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
口
体
験
の
集
積
泥
る

　
　
生
活
脛
歴
に
影
響
さ
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
展
開
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
命
令
規
範
た
る
刑
法
規
範
は
、
現
實
に
は
行
爲
を
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
　
ロ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
命
麺
禁
止
し
・
そ
こ
か
ら
欝
哉
要
件
は
又
行
欝
類
型
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ち
な
い
。
し
か
七
、
人
格
は
潜
在
的
な
体
系
と
．

　
　
現
實
的
な
態
度
ど
二
つ
の
面
に
多
い
て
湾
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
ご
φ
碁
器
的
な
態
度
も
そ
の
背
後
に
お
い
て
は
潜
在
的
な
体
系
に
密
接
、

　
　
　
ぢ
集
る
も
の
霧
る
．
聖
、
饗
聖
人
格
震
は
馨
露
華
穣
系
Φ
現
實
化
と
し
て
、
そ
れ
東
岸
的
窺
制
さ
れ
て
い

　
　
ぢ
と
い
わ
ね
ば
な
ち
な
い
。
そ
れ
故
、
規
範
的
に
は
、
刑
事
責
任
の
基
調
は
ど
℃
ま
で
も
潜
在
的
な
人
格
体
系
に
存
す
る
の
で
あ
る
◎
た

　
　
　
勢
、
潜
在
的
人
柊
翼
果
な
現
寳
葡
入
格
態
度
に
よ
り
形
域
さ
「
れ
る
ま
解
す
る
鮎
四
に
、
．
規
範
的
響
便
に
立
脚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
二
、
に
内

　
　
　
　
　
ほ
　
ノ
コ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
瞥
絡
貰
任
論
と
執
を
憎
に
し
得
な
い
竜
の
が
存
す
る
。
隔

　
　
　
，
毎
観
的
な
責
任
忙
麗
し
笠
違
怯
に
客
観
的
に
乏
喚
写
と
き
、
憾
き
に
述
べ
逸
如
く
そ
れ
は
》
潜
在
的
な
人
酪
体
系
を
捨
象
し
て
客
観
化
．

　
　
・
も
た
饗
聖
人
垂
垂
穫
す
至
と
で
あ
る
と
髪
る
っ
ん
か
も
．
潜
在
的
入
格
簗
と
現
實
的
入
格
幾
と
は
、
以
上
の
如

　
　
4
、
．
椿
浩
的
關
蓮
を
為
つ
と
ζ
ろ
よ
9
，
、
違
法
制
止
も
亦
責
荘
諜
者
に
よ
り
月
釣
論
的
ζ
規
槻
さ
れ
、
－
蓮
法
性
乏
責
妊
性
と
の
聞
に
翁
密
’

義
葉
鯉
が
毫
晃
ら
嘉
し
鶴
羨
性
華
墨
件
曽
規
傲
塵
た
め
・
禁
讐
暮
性
の
關
羨
い
う
回
忌

．
鰍
鷲
漏
塁
審
讐
『
規
讐
的
暮
聾
ρ
鍵
毒
み
曇
り
て
、
慈
な
、
蓼
嚢
隼
空
き
魏
檬
．
二
三
四
、

　
　
戯
男
拝
芝
あ
多
に
髪
も
∵
融
蟄
㌔
管
・
灘
北
遷
れ
た
豊
麗
即
ム
掻
欝
箪
議
2
夏
雲
遷
磐
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裟
魏
馨
薄
儀
馨
甥
審
、
藤
玉
か
翼
翼
嚢
讐
暮
讐
駿
が
馨
ら
騰
る
の
で
ゑ
。
毒
憲
法
叢
∵

読
任
の
關
讐
ど
参
提
唱
の
申
に
、
肉
じ
く
入
讐
任
強
立
脚
も
つ
竜
、
他
の
論
者
森
さ
ぶ
劣
樽
婆
毒
す
を
彦
の
，
，
功
、
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⑳
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簿
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鉱
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＋
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叉
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縫
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法
と
賢
任
の
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連
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律
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報
一
二
巻
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一
號
八
頁
以
下

釜
・
「
冊
書
善
本
鐙
法
鞍
鼻
蓉
魯
睨
に
み
（
こ
を
聾
奈
・
そ
額
妻
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霧
容
あ
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・
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井
上
、
「
鼎
巡
回
の
智
R
諮
｝
的
研
究
」
法
補
學
理
論
脚
篇
一
一
一
八

塗
・
読
蟹
聡
智
職
」
小
雛
事
歴
泓
藷
蚕
へ
番
）
及
び
露
里
農
書
未
聾

か
た
く
し
銃
紫
激
灘
隷
の
響
ご
を
霧
鐘
驚
集
書
寡
懸
垂
こ
と
霧
好
転
し
霧
郵
し
暴
た
～
塗
惑
轟

轟
竺
舞
」
茗
費
蜜
ぐ
に
’
互
　
丁
寧
瓦
）
・
整
轟
山
登
暮
毛
書
作
を
嚢
し
鍵
講
の
震
髭
と
三
三

海
だ
（
夢
罫
、
「
改
意
に
つ
い
で
」
，
法
學
協
心
難
誌
六
七
奮
三
一
四
號
）
o
根
本
に
お
い
て
わ
た
く
七
が
つ
ね
つ
ね
考
え
て
來
た
こ
と
篤
そ
れ
程

め
へ
だ
た
り
は
な
い
と
思
弓
が
（
井
上
、
刑
蓬
総
諭
叫
〇
四
頁
参
照
）
、
そ
の
理
論
携
威
は
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
き
、
わ
た
く
し
が
い
さ
」
か
で
も
反
省
を
加
え
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
鷹
野
助
教
授
の
示
唆
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
が
多
い
。
わ

た
く
し
無
え
高
齢
整
の
離
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を
引
黒
し
棊
か
琶
こ
の
警
暴
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迷
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概
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義
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誕
學
説
需
ぞ
．
溶
犯
罪
の
直
接
の
裂
犠
人
の
笹
葺
構
利
に
懇
諸
事
で
あ
る
．
奥
の
嬰
霧
餐
人

　
　
　
　
　
　
’
誕
．
で
あ
葡
」
h
犯
罪
と
臓
煮
れ
故
刑
罰
法
規
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
他
人
の
樺
莉
を
侵
歯
す
る
鐘
鼓
で
あ
る
L
「
綱
罰
網
膜
は
た
讐
塩
剥
の
保
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R
書
の
売
め
に
φ
み
存
蔵
す
る
陰
あ
る
か
ら
．
籍
の
差
響
な
い
士
．
箆
靖
罰
窺
の
養
を
考
え
る
忌
は
で
登
禽
」
と
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
逃
ぺ
て
細
る
。
と
れ
は
全
ぺ
、
警
察
署
家
に
よ
葛
自
由
の
捌
限
を
抑
制
し
て
、
國
家
に
よ
り
は
つ
管
り
と
命
令
禁
正
さ
れ
て
い
な
い
と
ヒ
ろ
町

哉
、
　
　
　
　
　
　
の
も
め
は
、
塗
家
鮒
膚
禽
の
領
域
乏
し
ズ
各
人
に
暴
利
遂
與
え
よ
う
と
し
潅
の
で
あ
り
、
Φ
政
治
的
燈
界
観
的
な
も
の
肥
基
礎
づ
け
ら
れ
て

琴
　
添
凄
し
塗
暴
麿
直
望
畿
溺
惚
塗
誘
か
漁
民
破
繕
禦
礎
の
漢
心
毒
事
業
蓄
毒
肇
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殺
人
は
生
命
擢
め
㎝
侵
害
で
あ
り
噛
略
取
隔
、
誘
拐
⑱
母
樹
な
ど
は
身
体
の
自
由
画
分
権
の
侵
害
で
あ
る
と
論
明
し
で
い
る
と
と
で
あ
る
。
も

一宿
　
　
　
も
か
よ
う
毒
繹
が
轟
け
れ
ば
．
、
膳
定
の
意
志
主
体
嘉
び
つ
か
な
い
犯
罪
た
と
え
ば
公
欝
欝
罪
な
ど
は
と
れ
を
読
明
し
得
・
な
、
齢
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な
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雄
藩
竣
う
羅
利
姦
霧
釜
懲
の
中
核
と
叢
る
塵
選
、
憲
の
捷
も
悪
露
夷
ぼ
し
、
事
濃
　
螂

密
・
，
　
藷
碧
礫
讐
薩
の
腰
港
、
財
．
㊧
、
漸
と
繍
琢
下
書
藩
聖
磁
、
燦
ゾ
濁
パ
遺
髭
露
馨
繁
で
・
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牝
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事
、
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ぜ
亥
ウ
ム
の
法
華
念
書
層
「
歯
型
難
に
か
条
．
）
墾
世
も
嚢
現
し
髪
と
㌢
鼻
肘
段
新
し
懐

　
　
・
に
も
の
も
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
勺
殺
入
罪
を
生
命
．
「
権
」
に
封
ず
る
侵
害
と
b
て
定
、
幽
す
る
乙
と
は
、
，
余
り
に
も
不
訂
然
で
あ
る
と
い

　　

､
玄
ろ
か
ら
、
、
暑
の
用
蕩
露
坐
裟
墾
髪
え
よ
う
と
し
た
毛
で
あ
っ
な
警
身
ラ
ォ
ィ
葉
ツ
£
至
善
蒙

　
　
蘭
世
界
観
に
立
脚
し
悔
も
の
で
あ
っ
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
自
然
法
的
犯
罪
概
念
が
寳
定
法
に
姦
し
許
ル
が
夜
い
も
の
で
あ
三
三
ま
、

で
委
し
よ
う
と
し
奪
の
で
膿
艇
そ
れ
故
、
ζ
イ
ェ
嫉
ッ
《
鐘
論
の
欠
階
羨
審
に
探
宅
よ
う
も
し
な
滲
た
の
み
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な
ら
す
、
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根
本
的
に
は
そ
の
立
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妻
是
認
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廃
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て
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ぞ
て
、
法
藩
念
の
愛
響
ち
て
も
っ
と
も
蚕
聖
と
嫡
そ
れ
書
票
底
て
立
つ
貰
観
的
毒
の
震
即
ち
、
蒙

　
，
的
個
入
主
義
に
四
脚
す
る
世
界
観
の
克
服
と
い
う
遣
と
で
診
つ
潅
。
そ
の
噛
矢
を
、
な
す
の
は
そ
エ
L
リ
ッ
ク
の
凶
法
に
お
け
る
目
的
」
に

衷
現
さ
墾
義
で
三
号
は
法
の
晶
を
審
の
生
活
條
件
縫
蒼
轟
轟
篭
っ
て
帆
立
法
に
よ
っ
て
確
馨
れ
三
三
に

　　

諠
狽
ﾄ
保
謬
れ
潅
會
の
生
活
歌
意
の
危
景
象
と
把
滋
養
。
彼
塁
黛
ぐ
者
と
し
肇
、
ツ
デ
ィ
ン
あ
馨
概
禁
麓
。
白

　
て
，
「
法
蓮
と
は
そ
れ
自
体
法
律
で
は
な
い
が
、
立
法
者
の
眼
に
ば
法
律
共
同
体
の
健
傘
な
る
生
活
條
件
と
し
て
法
律
諸
徳
体
の
掩
め
に
便

　
値
が
あ
り
、
、
そ
れ
が
攣
更
さ
れ
す
且
つ
諸
君
さ
れ
唾
に
課
護
さ
れ
る
》
歯
と
に
、
自
已
0
見
解
上
法
律
共
伺
韓
が
利
釜
を
も
ち
」
且
つ
、
．
・
そ
・

　
れ
故
に
、
立
法
者
が
そ
の
規
範
に
よ
っ
て
こ
れ
を
希
望
し
な
い
侵
害
文
は
危
殆
な
ら
し
め
る
こ
と
た
製
し
確
保
せ
ん
乏
努
力
す
る
と
こ
ろ

の
吾
で
象
」
養
・
そ
こ
で
・
ビ
γ
デ
ィ
ン
ゾ
に
髪
変
ぱ
、
法
釜
と
は
菰
墨
体
の
芽
接
ぞ
・
全
体
の
利
釜
の
た
め
に

事
書
発
孟
を
は
、
イ
〒
リ
ン
ク
の
羅
を
鑑
に
ま
で
著
せ
し
髪
ビ
ツ
ゆ
ア
4
ク
の
難
馨
吉
越
却
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温
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財
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で
獣
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個
々
の
財
産
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害
ぶ
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は
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、
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財
産
　
　
　
　
．

　
　
饗
ξ
い
漏
鍵
撃
繋
饗
が
題
と
な
慮
亥
笠
み
る
．
な
爵
器
っ
て
、
ジ
言
貌
、
為
↓
ヒ
誉
O
法
藩
禽
、

、
完
義
は
、
．
霧
藩
奮
精
瀞
沓
茎
で
た
噸
窪
み
〃
、
劇
ζ
ど
に
「
デ
つ
の
方
法
論
的
進
歩
」
森
わ
ざ
る
を
得
な
℃
し
か

　
　
暫
奮
馨
叢
叢
具
体
鯉
侵
竃
舞
馨
し
轟
轟
愚
蒙
馨
み
を
憲
h
累
的
馨
の
霧
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と
「
馨
吟
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簾
越
愛
お
嚢
農
薬
謬
る
ど
い
誉
び
．
海
と
毒
、
ホ
b
言
が
、
骸
骨
の
限
書
墾
蔓
配
置
に
奮
鳶
，
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馨
蕩
ぜ
墨
書
或
竈
窓
砦
み
僥
害
葱
．
函
ぞ
綾
智
繋
優
馨
響
し
で
あ
ら
わ
晒
奪
難
誉
轟

　　

k
の
現
象
饗
と
し
で
念
亀
書
に
は
幾
毒
藁
筆
塗
の
請
婆
難
と
σ
伺
一
景
存
毒
。
㍗
麗
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m
墾
慮
認
慧
で
あ
書
、
鯵
ρ
概
奮
利
驚
叢
誌
馨
し
、
灌
み
譲
癒
撃
轟
篠
み
旧
臣
一

　
・
を
財
嘱
に
鳶
で
た
か
・
め
る
。
か
駆
る
理
・
断
か
ら
、
利
釜
の
概
念
む
以
で
（
聴
略
玄
幡
購
偲
み
か
と
　
認
・
醐
ら
れ
～
た
客
体
毒
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の
も
、
＠
と
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楽
馨
舞
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欝
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保
讐
れ
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．
と
い
審
で
請
言
説
で
あ
募
・
嚢
に
臨
ウ
て
墜
の
墨
筆
ど
登
る
黙
に
養
が
あ
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と
珍
芸
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羊
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遷
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う
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根
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く
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・
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．
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．
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潔
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し
か
し
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さ
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蜜
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．
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叢
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篠
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熟
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塗
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さ
れ
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範
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さ
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あ
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じ
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。
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受
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。
、
か
よ
う
に
し
て
、
行
雲
責
任
の
背
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
チ
　
キ

　
　
に
、
さ
ら
．
ゆ
入
善
形
成
の
責
任
が
み
と
め
ら
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よ
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設
　
に
お
け
る
規
範
的
評
債
と
可
罰
的
評
便
の
止
揚
を
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
主
張
を
十
分
展
開
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
少
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蹴
く
と
も
、
さ
し
あ
た
り
、
規
範
の
構
邉
及
び
遼
法
と
責
任
の
關
蓮
の
問
題
に
徹
底
的
に
直
面
す
る
必
要
が
あ
ち
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た
の
で
あ
る
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